
中学生向け数学               中学校      学年 氏名             

（問題先頭の丸文字は問題を解ける学年を示し各学年で学ぶ項目は全てその学年に含ます。） 

 ２００２年東京都入学試験問題   難易度３ 

（問題が Ｇ：良い、Ａ：基本、Ｄ：代表的、Ｓ：新規性、Ｈ：高水準、Ｆ：標準的） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）、★★★（７５点必須） 

③：２２５ｆ０２０３１８ｔｏｋｙｏ０４ｅｓｊｈｉ  

右の図１で、△ＡＢＣは円に内接する。 

ＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形である。 

点Ｐは、△ＡＢＣの辺ＡＣ上にある 

点で、頂点Ａ、Ｃのいずれにも一致 

しない。頂点Ｂと点Ｐを結ぶ。 

次の問に答えよ。 

１） ★右の図２は、図１において、線分ＢＰが 

円Ｏの中心を通る場合を表している。 

∠ＡＢＰ＝23°のとき、∠ＡＢＣの大きさを 

求めよ。 

２） 右の図３は、図１において、点Ａにおける 

円Ｏの接線と線分ＢＰをＰの方向に延ばした 

直線との交点をＱとした場合を表している。 

次の（１）、（２）の問に答えよ。 

（１）★△ＰＡＱ∽△ＰＣＢであることを証明せよ。 

（２）★★ＡＢ＝５ｃｍ、ＢＣ＝４ｃｍ、ＡＰ＝３ｃｍのとき、 

辺ＡＱの長さを求めよ。 
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問題の解き方と復習のポイント 

１）∠ＯＢＡ＝24° 

∠ＯＡＢ＝∠ＯＢＡ 

∠ＡＢＣ＝∠ＡＣＢ（二等辺三角形の底角） 

∠ＯＢＣ＝∠ＯＣＢ（ＯＢ＝ＯＣ半径） 

ゆえに∠ＯＣＡ＝∠ＯＢＡ 

∠ＯＣＡ＝∠ＯＡＣ 

∠ＯＢＡ＝∠ＯＡＢ＝∠ＯＡＣ 

∠ＢＡＣ＝48° 

２）（１） 

∠ＡＣＢ＝∠ＡＢＣ（△ＡＢＣは二等辺三角形） 

∠ＡＢＣ＝∠ＣＡＱ（接弦定理） 

（または、直線ＡＯとＢＣの交点をＨとすると、∠ＯＡＱ＝９０° 

∠ＡＨＣ＝９０°からＡＱ//ＢＣである。） 

上２つより、∠ＡＣＢ＝∠ＣＡＱ    

ＡＱ//ＢＣ（錯角が等しいので）である。 

△ＰＡＱと△ＰＣＢにおいて 

∠ＡＰＱ＝∠ＣＰＢ（対頂角）・・・・① 

∠ＱＡＰ＝∠ＢＣＢ（錯角）・・・・② 

①、②より 2 組の角がそれぞれ等しいので 

△ＰＡＱ∽△ＰＣＢである。 

（２）ＡＰ＝３ｃｍ、ＡＢ＝５ｃｍからＰＣ＝２ｃｍ 

（１）の相似からＡＱ：ＢＣ＝ＡＰ：ＰＣ 

      ＡＱ：４＝３：２      ２×ＡＱ＝４×３ 

ＡＱ＝６ｃｍ        答６ｃｍ 

 

A

B C

P

0

図2

○

○

○

○

A

B C

P

0

図3
Q

5cm

4cm

3cm

2cm


